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研究成果の概要（和文）：あびき発生のメカニズムを解明し、あびき発生の予測システムを開発することを目的
として、次の研究を実施した。まず、(1) 大陸・海洋から、沿岸域に至る、大気・海洋・沿岸を対象とした数値
モデルを開発した。次に、(2) 気圧配置等を含む幾つかの気象条件を仮定し、あびきを伴う気圧波から、あびき
を発生させる気象・海象要因を推定した。そして、あびき発生をシミュレートした。更に、(3) 現場でも適用可
能な、あびき発生の予測システムを開発した。

研究成果の概要（英文）：First, we developed a numerical model for the atmospheric and water motion 
from the continent to the coastal areas. Second, assuming several meteorological conditions 
including atmospheric pressure distributions, the meteorological and marine factors that caused 
meteotsunamis were estimated based on the numerical results with the atmospheric pressure waves. 
Third, we numerically simulated meteotsunami generation. Furthermore, we have developed a system for
 predicting the occurrence of meteotsunamis that can be applied in the field.

研究分野： 海岸工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
まず、中国大陸、南シナ海及び東シナ海の気象状況・海面温度の初期条件から、特定の湾内で発生するあびきの
振幅が算定できる数値モデルを構築した。次に、東シナ海に海洋長周期波を発生させる、中国大陸、南シナ海及
び東シナ海の気象状況及び海面温度のパターンを検出した。そして、上記モデルをリアルタイム予測に適用でき
るよう改良した。これらの気象・海象要因と、気象庁が提供する数値予報データや気象衛星画像との比較や、あ
びき振幅の簡易予測式により、あびきの発生予測が容易にできるシステムを開発した。大陸上の気象とあびきの
関連に関して不明な点があるものの、簡易予測に関しては、実用的な予測式を組み立てることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

東シナ海に面した，九州西岸に位置する湾内では，

2 月～3 月を中心として，数十分の周期を有する顕著

な海面振動が年に数回程度発生する．この現象は，あ

びき（網引き）と呼ばれ，古文書にも記述がある．大

きなあびきは，大振幅の潮位変動と，急潮を伴うため，

係留船舶の転覆及び流失や，荷役作業の障害，港湾・

水産施設の損壊を引き起こしてきた．2009年 2月 24

日～25 日には，鹿児島県甑（こしき）島の浦内湾にお

いて，最大全振幅 3.1 m のあびきが発生した．このあ

びきの調査結果は，柿沼ら（土木学会論文集 B2（海岸

工学），2009）により報告されている．図-1 は，この

ときの漁船の転覆・破損と，自動車の浸水の状況を示

している．18隻の漁船が転覆・沈没し，また，突堤の

破損や，海岸堤防被覆石の崩落も起きている． 

あびきの調査は，長崎海洋気象台によって，1947年

の創設以来実施されており，集中観測や模型実験が行

なわれたが(寺田ら，長崎海洋気象台報告，1953)，あ

びき発生のメカニズム解明には，至らなかった．1979

年 3月，長崎検潮所で全振幅 2.78 m の大振幅のあび

きが観測されたのを契機として，より活発な研究が開

始され，Hibiya・Kajiura（J. Oceanogr. Soc. Japan，

1981）は，東シナ海上を気圧波が通過することに伴い

生成された海洋長波が，共鳴効果（Proudman, 

Geophys. Suppl. MNRAS, 1929）によって増幅され

ることで，あびき発生を説明した．柿沼ら（土木学会

論文集 B2（海岸工学），2010）は，東シナ海上を気圧

波が通過する状況をシミュレートし，Kakinuma・

Fukita（Coastal Eng. 2013，2013）は，上述した 2009年 2月 24日～25日に発生した最大全

振幅 3.1 mのあびきが，この発生・増幅メカニズムによることを数値解析により確かめた．そし

て，沖縄トラフと九州本土間での反射が，湾水振動を増幅させることを見出した．また，Tanaka

（Nat. Hazards Earth Syst. Sci., 2010）は，あびき発生時の大気の数値解析を実施し，中国内

陸部の不安定気層が，あびき発生時の東シナ海上の気象に影響したことを示した．更に，Asano

ら（Nat. Hazards, 2012）は，東シナ海の離島，大陸棚域及び浦内湾内に，水位計及び気圧計を

設置し，あびきの生成・伝播過程の観測に成功した． 

他方，海外においても，地中海や北海沿岸等における，あびきに類似した気象擾乱を起因とす

る副振動の発生事例が報告されている．これらは，meteotsunami，すなわち，気象津波と呼ば

れ，その増幅メカニズムに関して，Monserrat ら（Nat. Hazards Earth Syst. Sci., 2006）や

Renaultら（Geophys. Res. Lett., 2011）等によって研究が行なわれている． 

 

２．研究の目的 

本研究は，数値解析に基づき，あびき発生のメカニズムを解明し，あびき発生の予測システム

を開発することを目的とする．研究内容は，次の三つのステージに大別される． 

(1) 大陸・海洋から，沿岸域に至る，大気・海洋・沿岸を対象とした数値モデルを開発する． 

(2) 気圧配置等を含む幾つかの気象条件を仮定し，あびきを伴う気圧波から，あびきを発生させ

る気象・海象要因を推定する．そして，あびき発生をシミュレートする． 

(3) 現場でも適用可能な，あびき発生の予測システムを開発する． 

 

３．研究の方法 

特許申請の予定があり，研究の手法に関しては，後日，報告する予定である． 

 

 

 

図-1 2009 年 2 月に鹿児島県甑島浦内湾

で発生したあびきの被害状況（第 1 図及

び第 3 図は，薩摩仙台市により提供され

た．） 



 

 

４．研究成果 

まず，中国大陸，南シナ海及び東シナ海の気象状況・海面温度の初期条件から，特定の湾内で

発生するあびきの振幅が算定できる数値モデルを構築した．次に，東シナ海に海洋長周期波を発

生させる，中国大陸，南シナ海及び東シナ海の気象状況及び海面温度のパターンを検出した．そ

して，それらの各条件に対して，あびきが生成されるメカニズムを考察した．更に，上記のモデ

ルをリアルタイム予測に適用できるよう改良した．そして，これらの気象・海象要因と，気象庁

が提供する数値予報データ（GPV）及び気象衛星画像との比較や，あびき振幅の簡易予測式によ

り，あびきの発生予測が容易に可能となるシステムを開発した．特に，内部波も考慮可能な非線

形モデルは，本研究のオリジナルモデルである．依然として，あびきと大陸の関連に関して不明

な点があるものの，特に，簡易予測に関しては，本研究において，実用的な予測式を組み立てる

ことができた．今後，より広範囲の気象・海象現象を対象として，検証する必要がある． 

上記の研究は，応用的な面が強いが，ここで開発したモデルの一部を適用し，気圧波が気象津

波を生成するメカニズムに関する基礎的研究も実施した．従来，世界の様々な海岸に現れた気象

津波に対して Proudman 共鳴が調べられた際に，多くの場合，その発生源として，1 波の気圧

波が考えられた．そのため，複数の気圧波による気象津波の生成・増幅機構は，解明されていな

い．そこで，本研究では，定常波として一定速度で進行する気圧波列を与えて数値解析を行なっ

た．その際に，水深急変部や，一様勾配斜面のある海底地形をモデル地形として設定し，こうし

た地形が，気圧波列による津波の生成・増幅過程に与える影響を調べた．そして，次のような特

性が得られた．なお，これらの結果は，火山噴火に起因する気圧波列によって生成・増幅される

津波に対しても，認められる性質であると考えられる． 

・水深急変部上を自由波として伝播している既存の津波に気圧波が追い付くと，増幅された津波

が浅い水域に伝播する．また，一様勾配斜面上を自由波として伝播している既存の津波も，気

圧波の追い越しによって増幅される．ただし，気圧波の個数が増加すると，気圧波の個数の増

加に伴う振幅の増加量が低減する． 

・水深が急変する水域上を気圧波列が進行する場合，浅い水域における津波の波形は，気圧波の

間隔と，生成・増幅過程の位相に依存する．また，浅い水域の水深がより浅く，Proudman 共

鳴の効果がより低下する場合に，浅い水域における津波の振幅がより増加する． 

・気圧波列が一様勾配斜面上を進行する場合，自由波として伝播する津波の峰の増幅が抑制され

る．他方，自由波として伝播する津波の谷の最低水位は，大きく低下する． 
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